
みんなのとしょかん 開館時間　午前１０時から午後6時まで
TEL：（921）4646／FAX：（921）4896

ヨ ム ヨ ム

市民
図書館

※金曜・土曜（祝日除く）は午後７時まで

あたらしくはいった本 令和７年11月 貸出開始資料から
太宰府市華道連盟

季節の生け花

国際交流・韓国
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ユッノリ
윷놀이

太宰府市国際交流員
キム シンヒョン

金辛泫

　新年あけましておめでとうございます。
セ　ヘ
새해 

ボッ
복 

マ　ニ
많이 

バ ドゥ セ  ヨ
받으세요(新年、福をたくさん受

け取ってください)。
　韓国では旧暦の1月1日、すなわち「

ソルラル
설날」に、家族や親しい人々と一緒に伝統的な遊び

を楽しむ習慣があります。その中でも代表的なものが「
ユッノリ
윷놀이」というゲームです。

　このゲームは、木製の棒「
ユッ
윷」を4本投げ、出た目に応じて駒を進めたり戻したりしな

がら、相手より先にゴールを目指すボードゲームで、一般的にはチーム対抗で行いま
す。
　ユッの出目には「

 ド
도（1歩）」「

ゲ
개（2歩）」「

ガル
걸（3歩）」「

ユッ
윷（4歩）」「

モ
모（5歩）」があ

り、それぞれ独自の呼び名がついています。特に4歩や5歩が出た場合、もう一度「
ユッ
윷」

を投げることができ、運が良ければ一度で複数回のチャンスを得ることができます。
　特に「

ユッノリ
윷놀이」の面白い点は、同じチームの駒の上にピッタリと止まると、次からその

2つの駒を一度に進めることができる点です。逆に相手の駒を自分の駒で「捕まえる」
ことも可能で、捕まえた相手の駒は最初からやり直さなければなりません。これによ
り、戦略的に駒を進めながら相手を上回る
チャンスが生まれます。
　「

ユッノリ
윷놀이」は運と戦略のバランスが魅力で、

子どもから大人まで一緒に楽しめる遊びで
す。特に旧正月には、食事の後にみんなで笑い
合いながらプレイする風景がよく見られます。 花材：南天、百合、菊

(緑台）小原流
ひらやま
平山　

み　よ　こ
三代子

●その他の本　すっきり自力整体(矢上真理恵／著)　暮らしを楽しむ横山タカ子のおもてなし(横山
タカ子／著)　こども防犯BOOK(冨川万美／著)　難問クイズで思考力を鍛える(クイズ法人カプリティ
オ／著)　歩いて旅する、ひとり京都(山脇りこ／著）　ようやくカレッジに行きまして(光浦靖子／著)　
絶滅しそうな世界の文字(ティム・ブルックス／著)　

●小説・エッセイなどの文学　オーロラが見られなくても(近藤史恵／著)　雷電(梶よう子／著)　ちゃ
ぶ台ぐるぐる(群ようこ／著)　吾も老の花(阿川佐和子／著)　みずいらず(染井為人／著）　最後の一
色　上・下(和田竜／著)　少弐(帚木蓬生／著)　変な地図(雨穴／著)　ナモナキ生活はつづく(寺地は
るな／著)　シークレット・オブ・シークレッツ　上・下 (ダン・ブラウン／著)　プレイグラウンド(リ
チャード・パワーズ／著)

としょかんカレンダー
日 月 火 水 木 金 土
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26

6
13
20
27

7
14
21
28

4
11
18
25

1
8
15
22
29

2
9
16
23
30
　

3
10
17
24
31

1月

○印の日は、
お休みです。

太
宰
府
の
文
華
〜
公
文
書
館
だ
よ
り
　
　
〜

　
半
済
と
は
、
年
貢
な
ど
を
半
分
だ
け
領

主
に
納
入
す
る
こ
と
を
意
味
し
、
鎌
倉
時

代
か
ら
事
例
が
見
ら
れ
ま
す
。
南
北
朝
時

代
に
な
る
と
、
室
町
幕
府
が
内
乱
の
中
で

臨
時
に
戦
費
を
捻
出
す
る
た
め
、
貴
族
や

寺
社
の
領
地
に
お
い
て
半
済
を
実
施
し
、

年
貢
の
半
分
を
武
士
た
ち
に
分
け
与
え
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
続
い
て
年
貢
を
折
半

す
る
だ
け
で
な
く
、
土
地
自
体
を
分
割
し

て
与
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
半
済
に
よ
っ
て
分
割
さ
れ
た
領
地

を
武
士
た
ち
に
預
け
る
権
限
を
、
幕
府
は

各
国
の
守
護
に
与
え
た
の
で
、
守
護
た
ち

は
こ
れ
を
利
用
し
て
管
轄
国
内
の
武
士
た

ち
と
の
間
に
主
従
関
係
を
形
成
し
て
い
き

ま
し
た
。
さ
ら
に
守
護
は
独
自
の
意
思
で

半
済
を
行
う
よ
う
に
な
り
、
自
ら
の
領
国

統
治
の
手
段
と
し
て
役
立
て
て
い
き
ま

す
。
今
回
取
り
上
げ
る
大
内
氏
に
よ
る
半

済
も
、
そ
の
中
の
一
つ
で
す
。

　
大
内
氏
の
半
済
に
つ
い
て
は
、
す
で
に

研
究
成
果
が
発
表
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ

ち
ら
を
元
に
ご
紹
介
し
ま
す
。
同
氏
が
実

施
し
た
半
済
は
大
き
く
二
つ
に
分
け
ら

れ
、
一
つ
は
一
国
全
体
あ
る
い
は
領
国
全

体
の
寺
社
の
領
地
で
一
律
に
行
わ
れ
る
惣

国
準
拠
の
半
済
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
も

う
一
つ
は
個
別
の
寺
社
領
で
行
わ
れ
る
半

済
で
し
た
。
前
者
は
大
内
氏
が
大
規
模
な

戦
争
を
す
る
際
に
必
要
な
費
用
を
確
保
す

る
た
め
の
手
段
で
、
後
者
は
個
々
の
事
情

に
応
じ
た
小
規
模
な
も
の
で
す
。
こ
こ
で

は
後
者
に
つ
い
て
、
太
宰
府
天
満
宮
の
領

地
を
例
に
挙
げ
て
み
ま
す
。

　
天
満
宮
の
社
家
の
一
つ
で
あ
る

ま
ん
じ
ょ
う
い
ん

満
盛
院

の
領
地
に
、
ち
く
ぜ
ん
の
く
に
さ
わ
ら
ぐ
ん

筑
前
国
早
良
郡
の 

へ 

ぐ
り

戸
栗
・
重

富
（
現
福
岡
市
西
区
〜
早
良
区
）
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
地
に
つ
い
て
は
前
に
取
り
上

げ
た
こ
と
が
あ
り
（
２
０
２
１
年
10
月

号
・
22
年
１
月
号
）
、
大
内
氏
が
他
国
か

ら
亡
命
し
て
き
た
人
々
（
そ
う
や
ま
と
の
か
み

宗
大
和
守
・
千

葉
胤
勝
・
り
ゅ
う
ぞ
う
じ
た
ね
み
つ

龍
造
寺
胤
栄
ら
）
を
庇
護
し
、

一
時
的
に
こ
の
地
で
領
地
を
与
え
て
い
た

こ
と
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。
実
は
そ
の
た

び
に
大
内
氏
は
両
所
に
半
済
を
実
施
し
、

亡
命
者
に
与
え
る
領
地
を
作
り
出
し
て
い

た
の
で
す
。
そ
れ
は
史
料
が
残
る
分
だ
け

で
も
、
戦
国
時
代
に
４
回
も
確
認
で
き
ま

す
。
よ
っ
て
領
主
で
あ
る
満
盛
院
は
、
た

び
た
び
領
地
の
半
分
を
没
収
さ
れ
て
迷
惑

し
、
そ
の
つ
ど
大
内
氏
に
返
還
し
て
く
れ

る
よ
う
訴
え
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

大
変
な
労
苦
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

　
　
太
宰
府
市
公
文
書
館
　

お
お
つ
か

大
塚
　
し
ゅ
ん 

じ 

俊
司

お
お
う
ち
　し

大
内
氏
の

は
ん 
ぜ
い

半
済
と
天
満
宮
領
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為
る
様
に
し
か
成
ら
な
い
が
父
の
口
癖

大
工
で
生
き
た
生
涯
な
り

　
　
　
　
　
　
　
御
笠
／
高
塚
　
茂
樹

仲
秋
の
名
月
三
度
楽
し
め
り

暮
夜
に
深
夜
に
明
け
行
く
空
に

　
　
　
　
　
　
青
山
／
礒
村
　
順
一
郎

若
き
日
に
夫
と
眺
め
し
宍
道
湖
の

入
り
日
今
で
も
鮮
明
に
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
五
条
／
大
穂
　
聡
子

繰
り
返
し
六
つ
星
に
挑
む
ナ
ン
プ
レ
は

今
日
の
生
き
甲
斐
雨
の
ひ
と
日
の

　
　
　
　
　
　
　
五
条
／
大
藪
　
晶
代

漏
ら
し
た
き
嬉
し
き
秘
密
福
寿
草

　
　
　
　
　
　
　
馬
場
／
有
岡
　
和
砂

年
明
け
て
寄
せ
来
る
祈
願
古
都
の
町

　
　
　
　
　
　
　
高
雄
／
西
元
　
治
雄

初
明
り
地
球
ゆ
る
り
と
包
み
を
り

　
　
　
　
　
大
野
城
市
／
岡
井
　
由
里

風
除
に
風
の
抜
け
道
あ
り
に
け
り

　
　
　
　
　
大
佐
野
台
／
金
丸
　
恵
子

立
冬
や
湯
揉
み
音
頭
の
草
津
の
夜

　
　
　
　
大
野
城
市
／
田
代
　
り
え
子

膝
小
僧
な
に
や
ら
淋
し
冬
に
入
る

　
　
　
　
　
長
浦
台
／
徳
賀
　
美
智
子

風
除
は
父
の
背
中
の
広
さ
に
も

　
　
　
　
　
観
世
音
寺
／
野
田
　
杉
子

蒼
天
の
空
を
残
し
て
冬
来
る

　
　
　
　
　
　
　
青
葉
台
／
平
野
　
香

満
ち
潮
の
鳥
居
を
洗
ふ
神
の
旅

　
　
　
　
　
　
福
岡
市
／
工
藤
　
友
子

つ
ま夫
と
吾
の
終
の
住
処
や
花
八
手

　
　
　
　
　
　
青
葉
台
／
本
山
　
晴
子

明
日
に
も
祖
父
は
施
設
へ
冬
に
入
る

　
　
　
　
　
　
小
郡
市
／
貞
金
　
志
帆

特
攻
隊
員
ふ
ざ
け
合
ふ
月
の
庭

　
　
　
　
　
福
岡
市
／
北
川
　
朴
洋
子

銀
杏
落
葉
掃
く
緋
袴
の
巫
女
ふ
た
り

　
　
　
　
　
　
青
葉
台
／
彦
坂
　
正
孚

秋
澄
む
や
赤
子
笑
へ
ば
皆
笑
ふ

　
　
　
　
　
福
岡
市
／
宮
津
　
英
里
子

わ
れ
さ
き
に
ふ
れ
れ
ば
お
ち
る
む
か
ご
か
な

　
　
　
　
　
　
高
尾
／
福
島
　
久
美
子

渋
滞
を
横
目
に
バ
イ
ク
嘲
笑
う

　
　
　
　
　
　
国
分
／
岸
本
　
し
ず
え

い
い
調
子
今
日
の
コ
ラ
ム
の
書
き
写
し

　
　
　
　
　
　
　
都
府
楼
／
杉
　
良
子

切
り
抜
き
の
行
方
探
し
て
日
が
暮
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
石
坂
／
多
田
　
功

キ
ッ
チ
ン
の
夫
は
酒
の
あ
て
ば
か
り

　
　
　
　
　
二
日
市
／
坂
本
　
や
よ
子

カ
レ
ン
ダ
ー
赤
丸
ば
か
り
留
守
ば
か
り

　
　
　
　
　
観
世
音
寺
／
松
浦
　
ち
え

裏
庭
は
夕
影
早
し
花
八
手

　
　
　
　
　
　
高
雄
台
／
川
路
　
泰
子

神
の
旅
賽
銭
箱
は
音
も
な
し

　
　
　
　
　
　
筑
紫
野
市
／
名
本
　
剛

泰
然
と
大
葉
構
へ
し
花
八
手

　
　
　
　
　
星
ヶ
丘
／
江
里
口
　
幸
生

一
瞬
の
静
寂
破
り
初
日
の
出

　
　
　
　
　
連
歌
屋
／
吉
嗣
　
の
り
子

産
土
の
鈴
の
音
高
く
初
詣

　
　
　
　
　
　
　
水
城
／
福
永
　
惠
美

を
り
ふ
し
の
古
き
写
真
を
繰
り
な
が
ら

過
ぎ
に
し
時
の
中
に
居
り
た
り

　
　
　
　
　
　
　
朱
雀
／
黒
木
　
邦
枝

太
宰
府
短
歌
会

太
宰
府
俳
句
会

持
永
　
真
理
子 

選

飛
梅
句
会

介
弘
　
紀
子 

選

宝
満
句
会

菅
井
　
久
美
子 

選

都
久
志
て
ん
じ
ん
句
会

佐
々
木
　
甘
露
子 

選

太
宰
府
川
柳
倶
楽
部

小
池
　
一
恵 

選

つ
れ

づ
れ

「冬の朗読会」を開催
日　時　1月18日㈰ 午後2時30分～午後4時（途中休憩あり）
場　所　プラム・カルコア太宰府（中央公民館）　3階視聴覚室
対象者　大人　　料　金　無料　　定　員　40人
内　容　「朗読紫苑の会」冬の朗読会を開催します。　　　　　　　

葉室麟／著　「泪」（『孤篷のひと』より）、入江鳩斎／作　菊
池秀行／訳　「江戸珍鬼草子」（『東海道綺譚』より）ほか、冬
の季節にちなむ短編小説やエッセイなどを取り上げる予定
です。文芸作品を耳で味わうことで、読書の幅を広げてみま
せんか。気軽に参加してください。

講　師　（実演）朗読紫苑の会

市民図書館　（☎内線672）

そ
う

し
げち

ば 

た
ね 

か
つ

と
み

こ
く
じ
ゅ
ん
き
ょ
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